
1. はじめに 

工事監理業務の主たる使命は、日々進行している工

事の安全管理、品質管理、工程管理を適切に行い、無

事故で必要な品質を確保した構造物を期限内に竣工さ

せることである。このため、施工会社から提出される

事故防止計画、施工検査結果、条件変更の要請などに

対する確認事項の判断、および翌日の施工打合せ、さ

らに月間、週間の工程打合せ等を適切に行なうことが

重要な業務である。また、これらについて、適切な指

示を行うため、工事現場の状況・進捗状況を十分に把

握する必要がある。 

このように、工事監理業務では、できるだけ多く現

場情報を把握することが、工事監理の品質の向上につ

ながると考えられる。このため、ネットワーク、デジ

タルカメラ等ＩＴを活用することで、工事監理の品

質・信頼性の向上を図るシステムを開発し実業務に使

用を始めたので、これらの内容について報告する。 

2. ネットワークシステム 

ネットワークは、発注者、工事監理・設計事務所、

作業現場等の組織が、連携して協働作業をより効率的

に進められるような基盤として、サーバー（Ｗｅｂサ

ーバー・データベースサーバー）とユーザーをインタ

ーネットを媒介として、つなぐネットワークシステム

【図－１】を使用している。インターネットを使用し

ていることにより、だれでも登録すれば、必要なセキ

ュリティーを確保しながら利用できるシステムとなっ

ている。１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なお、本システムは、工事監理機能のほか、プロジ

ェクト管理機能を兼備えている。【図―２】 

 

3. 工事監理のために開発したシステム 

１．で述べた工事監理の品質の向上のために今回開

発したシステムは、以下のとおりである。 

 

(1) 現場写真管理システム 

(2) 確認願い等承認システム 

 

(1) 現場写真管理システム 

 本システムは、工事現場からデジタルカメラ等によ

り撮影した写真データを登録することで、リアルタイ

ムに近い形で現場状況を把握することを可能としてい

る。 

システムの特長は、以下のとおりである。 

・ ほぼリアルタイムで現場状況を確認できる 

・ ホームページ感覚で登録・閲覧が可能 

・ Eメールを利用し、カメラ付携帯電話・モバイル

PC等から登録が可能である 

 また、システム利用によるメリットは以下のとおり

である。 

・ 日々の現場状況把握の頻度の向上 

・ 施工前の打合せ内容の質の向上 

 

【図―２】全体構成図 

【図―１】システム構成 

ITを活用した工事監理業務の品質と信頼性の向上  
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(2) 確認願い等承認システム 

 

施工箇所が遠隔地の場合、施工現場からの確認事項

として、材料の確認や検査報告（各工程の終了検査、コ

ンクリート打設前の配筋検査）等を適切に処理する必要

がある。 

このシステムでは、確認願いを施工側で登録し、シ

ステムを介して工事監理側で確認することができる。

この場合、ユーザーにシステムに対する権限が与えら

れており、これにより登録者および承認者の特定など

のセキュリティーが確保されている。このシステムに

より、必要な場合、確認文書の持参による時間ロス等

を改善でき、対面での打合せを補完するツールとして、

有効に活用できると考えている。 

 

 

 

 

4. おわりに 

 

本システムは、すでに実際の工事監理の業務で試行

を経て、実業務で活用が始まっている。 

従来の人的パワーによる工事監理業務に、本システ

ムを適用することで、施工状況の的確な把握と確実で

かつタイムリーな情報が得られ、品質と信頼性の向上に

繋がるものと考えている。 

今後さらに、工事監理の品質を向上するために、Ｗｅｂ

カメラを用いたしシステムでの打合せを行なうことにより、

対面での打合せに、より近づけることが出来る機能を開

発中である。この機能は、ほぼ実用化にめどがついたと

ころであり、今後、このような改良を加えることにより、更

なる業務品質と信頼性の向上につながるような仕組み

づくりを考えていきたい。 
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【図－３】写真管理の一例 

【図－５】確認願い承認の一例 

【図－４】確認処理の流れ 
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